
愛媛大学大学院連合農学研究科学位記授与式 式辞 
 

 今回、連合農学研究科の学位を授与された方は課程博士で

30 名、論文博士で 5 名の合計 35 名です。 

 学位を授与された皆さんに心からお祝い申し上げます。皆さ

んは長年にわたって勉学と研究に打ち込み、研究者としての能

力と見識を高め、着実な研究成果を挙げられました。本日の学

位取得はその証（あかし）であります。皆さんのこれまでの努

力に対して心から敬意を表したいと思います。また、これまで

熱意をもって指導されてきた教員の方々、研究生活を支えてこ

られたご家族をはじめ関係者の皆さんにも敬意を表したいと

思います。 

 皆さんの中には、13 名の海外からの方が含まれています。

バングラデシュ、タイ、中国、インドネシア、ケニア、ジンバ

ブエ、マラウィ、メキシコ、エクアドルの９カ国に広がってい

ます。皆さんはこれまで言語や習慣の違いなどさまざまな面で

苦労も多かったと思います。それを克服する原動力となったの

は皆さんの高い目的意識でなかったかと思います。皆さんはそ

れぞれの国において将来を嘱望されている人材です。連合農学

研究科在学中に培われた知識や技術を国づくり人づくりのた

めに最大限活かしてください。また、日本語や日本文化を理解

している皆さんが、皆さんの国と日本との「橋渡し」の役割を

果たしてくれることも期待しています。 

 今日、学位を授与された皆さんの中には、すでに社会人とし

て活躍されている方もおられますが、多くの方はこれから社会

での活動が本格的に始まるものと思います。皆さんが学位論文

としてまとめ上げた研究成果や、それに関連して得た専門的な

知識や情報はもちろん掛け替えのない宝物でありますが、たと

え自覚していなくても、皆さんが体得したものはそれよりはる

かに大きな広がりと深さをもっています。課題を解決するため

の飽くなき探究心、努力すれば困難は乗り越えられるという 



確信、研究の過程で見いだした独自の工夫や方法、あるいは人

と意見交換や議論することの有効性、組織的な活動のなかで培

われたコミュニケーション力や人間関係を築く能力など、必ず

しも言葉では伝えられないような数々の知恵やノウハウはこ

れから社会で生きていく上で大きな財産になります。自信をも

って社会に船出をしていただきたいと思います。 

 さて、日本においては４年前に発生した東日本大震災からの

復興が進められていますが、残念ながら順調に進んでいるとは

言えないようです。まだ仮設住宅に留まらざるを得ない人も多

く、津波被災地の高台移転も遅れ気味で、まだまだ多くの課題

を抱えています。また、福島第一原発のメルトダウンに伴う放

射能汚染の問題は、コントロールされているという状況とはほ

ど遠く、問題解決までには長期化は避けられません。 

 一方、地球規模では、地球温暖化、化石エネルギー資源や水

資源の枯渇、化学物質による環境汚染、自然災害の増加など、

私たちが直面する人類史的課題は深刻さを増しています。 

 このような問題のどれひとつを取っても、複雑な要因が絡ん

でおり、その解決のための確かな道筋が見えているとは言えま

せん。このような状況にあって、未来への希望の光を灯し、問

題解決の突破口を開くのは、皆さんのような若い研究者の鋭い

問題意識と、それに基づく創造的な活動です。 

 皆さんは今後、それぞれの国、それぞれの持ち場で活躍され

ることになりますが、皆さんの前に立ちはだかる課題は、地域

に固有のものであると同時にグローバルな課題でもあります。

問題解決のためには、共通の目的に向かって進んでいるという

国境を越えた連帯感が重要です。そのような連帯感が生まれれ

ば国の垣根は低くなり、国際的な連携や友好が推進されます。 

 学位を取得された皆さんが、常に国際的な広い視野をもって

前進されることを期待して、式辞といたします。 
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